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［平成2・鞭設置工　　　　　三三伺い名古屋工業大学大学院工学研究科未来材料創成工学専攻　　　　　及び創成シミュレーション工学専攻　　　【事前伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書　　　　　　　　　　　　　国立大学法人　名古屋工業大学　　　　　　　　　　　　　　　平成22年5月1日現在作万駐旦当者担当部局（課）名　総務企画チーム　　　　　サンダハルノブ　職名・氏名　　三　田　晴　伸　謡番号。52−735一，。。3　（夜間）　　052−735−5042　FAX　O52−735−5009　e−mail　　sanda．　harunobu＠nitech．　ac．　jp目　　次1調査対象大学等の概要等（1）設置者（2）大学名（3）大学の位置（4）調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等　未来材料創成工学専攻博士後期課程　創成シミュレーション工学専攻博士後期課程2授業科目の概要　未来材料創成工学専攻博士後期課程　創成シミュレーション工学専攻博士後期課程3既設大学等の状況41教員組織の状況　未来材料創成工学専攻博士後期課程　創成シミュレーション工学専攻博士後期課程5その他全般的事項1　調査対象大学等の概要等（1）設置者　　国立大難人1、名古屋工業、大学（2）大学名．（3）大学の位置　　〒466−8555　　名古屋市昭和区御器所町字木市29番　　　　　　　　　　　　　　　1（4）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等　　（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。　　　　・、様式は，平成20年度開設の博士後期課程の場合（平成22年度までの3年間）ですが，開設年度・　　　　　修業年限に合わせて作成してください。　（修業年限が2年以下の場合には欄を削除し，4年以上の場合　　　　　には，欄を設けてください。）（4）一�@調査対象研究官等の名称，定員調査対象研究科等設置．時の計画の名称（学位）修業年限入学定員収容定員備　　　　考年人人工学研究科基礎となる学部名四未来材料創成工学専攻31236なし（博士後期課程）博士［工学又は学術】ゴ　1（注）・「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。　　・定員を変更した場合は，　「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（）書きで記入してください。（4）一�A調査対象研究科等の入学者の状況　　　　報告年度諱@分平成20年度平成21年度平成22年度平均入学定員@超過率備　　　　　考A　入学定員｛一）@12｛一｝@12｛一｝　1@12志願者数｛　　｝｛　6｝@　　14｛　3｝@　　17　口P．19受験者数〔　　｝（　6〕@　　14〔　3〕@　　17合格者数1　　〕〔　6）@　　14｛　3〕@　　17　　　　　」AB　入学者数・1　5｝@　　14｛　6｝@　　141　3｝@　　15入学定員超過率@　B／A（一｝@　1．・17（一｝@　1．17（一｝@　1．25（注）・（　）内には，社会人の状況について内数で記入してください。該当がない年には「一」を記入し　　　てください。　　　　「社会人」については，貴学が定める社会人の定義に従って記入してください。　　　　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ　　　さい。　魯　目　禍’一　、　　’、　占腱　　　、　　・‘　　　ノ、．占斐　　　、　罐　　　・薙’入一の方法としてください。「平成22年度」には，平成22年5月1日現在の状況を記入してください。「平成20〜21年度」には，確定した数値を記入してください。（4）一�B調査対象研究科染め在学者の状況　　　　報告年度w　年平成20年度平成21年度平成22年度備　　　　考1年次［5］@　　14［5］@　　14［5］@　　152年次　　　　　、［一］　　　一［6】@　　15［7］@　　16土子　の日；龍日g21年度欄・H20年度入学老転専攻（1名転入）g22年度欄・3年次へ2名の転専攻1転入）・秋入学者〔特別プログラム）2名｛2年次）・退学者1名｛3年次）3年凍［一］　　　『［一】　　　一［5］@　　16計［5］@　　14［11］@　　29［17］@　　47（注）・　［　］内には，留学生の状況について内数で記入．してください。該当がない年には「一」’を記入し　　　てください。　　・留学生については，　「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格　　　　（いわゆる「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，　　　専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設　　　において教育を受ける外国人学生」を記載してください。　　・短期交換留学生など，’定員内に含めていない学生については記入しないでください。　　・各年度の5月1日現在の状況を記入してください。2（4）一�C調査対象学部等の退学者等の状況・　　　　　区ｪ対象年度退学者数（a）入学者数（b）入学者に対するﾞ学者数の割合@　（a／b）　　　　　　　　［　　］計　　　　　　　　一人　　　　　　　［　　］計　　　　　　　　7人［　　％］@　　％うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人平成19年度（主な退学理由）　　　　　　　　［　　］計　　　　　　　　　0人　　　　　　　［　5］計　　　　　　　114人うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人［　　％］@　　％うち平成20年度入学者、　　　・人うち平成20年度　　　　　14人平成20年度（主な退学理由）　　　　　　　　［　11計　　　　　　　　　1人　　　　　　　［11］計　　　　　　　　29人うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度［9．1％］@3．4　％うち平成20年度入学者　　　　1人うち平成20年度　　　　　15人平成21年度うち平成21年度入学者　　　　　人1うち平成21年度　　　　　14人（主な退学理由）r齔g上の都合（学生個人の心身に関する事情により帰国）　　　　　　　　［　　］計　　　　　　　　　0人　　　　　　　［17］計　　　　　　　　47人うち平成19年度入学者、　　　　人平成19年度　　　　　　　人「　　　　［　　％］@　　　　　　．％うち平成20年度入学者　　　　　人平成20年度　　　　　　　16人うち平成21年度入学者　　　　　人　　　　　　　　「平成21年度　　　　　　　16人平成22年度うち平成22年度入学者　　　　　人平成22年度　　　　　　　15人（主な退学理由）（注）・［　］内には，留学生の状況について内数で記入してください。　　・留学生については，　「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められるrr留学』の在留資格　　（いわゆる「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，　　専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において　　教育を受ける外国人学生」を記載してください。　　・「入学者数に対する退学者数の割合」は，各対象年度における退学者数を開設年度から当該年度までの　　入学者（累積）で除した割合（％）を記入してください。そめ際，小数点以下第2位を四捨五入し，小数点以下第　　1位までを記入してください。　　・「主な退学理由」は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。　　　　・就学意欲の低下　　・学力不足　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　・海外密学　　　　・就職　　・学生個人の心身に関する事情　　　・家庭の事情−　・除籍　　　・その他3（4）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等（注）　　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。　　　　様式は，平成20年度開設の博士後期課程の場合（平成22年度までの3年間）ですが，開設年度・　　　修業年限に合わせて作成してください。　（修業年限が2年以下の場合には欄を削除し，4年以上の場合　　　には，欄を設けてください。）（4）一�@調査対象研究科等の名称，定員調査対象研究科等ﾌ名称1（学位）設置時の計画修業年限　　入学定員　　収容定員備　　　　考工学研究科A、創成シミュレーション工学専攻@　　　　　（博士後期課程）@　　　博士［工学又は学術】年3人‘8人24基礎となる学部名等@　　　　なし（注）・・「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。　　・定員を変更した場合は，　「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（）書きで記入してください。（4）一�A調査対象研究科等の入学者の状況　　　　報告年度諱@分平成20年度平成21年度平成22年度平均入学定員@超過率備　　　　　考A　入学定員〔一｝@8｛一｝@8〔一γ@8志願者数｛　　｝（　3｝@　　　8｛　51@　　12　　口P．04受験者数｛　　〕〔　3）@　　　8．｛　4｝@　　11合格者数〔　　1〔　3｝@　　　8〔　4｝@　　10B　入学者数〔　2｝@　　　8｛　2｝@　　　7〔、4〕@　　10入学定員超過率@　B／A〔一｝@、1．00｛一｝@　0．88｛一1@　1．25（注）・（　）内には，社会人の状況について内数で記入してください。該当がない年には「一」を記入し　　　てください。　　　　「社会人」については，貴学が定める社会人の定義に従って記入してください。　　　　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ　　　さい。　愚　　’二一　、　　ノ、　£　　　、　‘　　ノ、占£　　、　・畳　　・’土，一の方法としてください。「平成22年度」には，平成22年5月1日現在の状況を記入してください。「平成20〜21年度」には，』確定した数値を記入してください。（4）一�B調査対象研究科等の在学者の状況　　　　報告年度w　年平成20年度平成21年度平成22年度備　　　　考1年次’［2］@　　　8［4］@　　　7［4］@　　10の　i麓明2年次［．一］　　　一［で］’@　　　7［5］@　　　8土≒詳g21年度欄・H20年度入学者転専攻（1名転出）g22年度欄・秋入学者〔特別プログラム）1名〔2年次）3年次［一］　　　一［一「］　　　一［1］@　　　7計［2】@　　　8［5］@　　14［10］@　　25（注）・　［　］内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「一」を記入し　　　てください。　　・留学生については，　「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「r留学』の在留資格　　　　（いわゆる「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，　　　専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設　　　において教育を受ける外国人学生」を記載してください。　　・短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。　　・各年度の5月1日現在の状況を記入してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−4（4）一�C調査対象学部等の退学者等の状況　　　　　　区ｪ対象年度退学者数（a）入学者数（b）入学者に対するﾞ学者数の割合@　（a／b）　　　　　　　　［　　］計　　　　　　　　一人　　　　　　　［　　］計　　　　　　　　一人［　　％］@　　％うち平成19年度入学者うち平成19年度　　　　　　人平成19年度（主な退学理由）　　　　　　　　　・@冒　　　　　　　　［　　］計　　　　　　　　　0人　　　　　　　［　2］計　　　　　　　　8人うち平成1．9年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人［　　％］@　　％うち平成20年度入学者　　　　　人うち平成20年度　　　　　8人平成20年度（主な退学理由）　　　　　　　　［　　］計　　　　　　　　　0人　　　　　　　［　5］計　　　　　　　　14人うち平成19年度入学者　　　　　人うち平成19年度　　　　　　人［　　％］@　　％うち平成20年度入学者　　　　　人うち平成20年度　　　　　7人平成21年度うち平成21年度入学者　　　　　人、うち平成21年度　　　　　　7人’（主な退学理由）℃　　　　　　　　［　　】計　　　　　　　　　o人　　　　　　　［・　10］計　　　　　　　　25人うち平成19年度入学者　　　　　人平成19年度　　　　　　　人うち平成20年度入学者　　　　　人平成20年度・　　　　　　7人「　　％］@　　％うち平成21年度入学者　　　　　人平成21年度　　　　　　　8人平成22年度うち平成22年度入学者　　　　　人平成22年度　　　　　　　10人（主な退学理由）（注）・［　］内には，留学生の状況について内数で記入してください。　　・留学生については，　「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められるrr留学』の在留資格　　（いわゆる「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，嚢回護，嬉轍三一鰐9李難歪鴬7る脚準備教育課程を設置蝋育施設において　　・「入学者数に対する退学者数の割合」は，’各対象年度における退学者数を開設年度から当該年度までの　　入学者（累積）で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第2位を四捨五入し，小数点以下第　　1位までを記入してください。　　・「主な退学理由」は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。1　　　　・就学意欲の低下　　・学力不足　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　・海外留学「　　　　・就職　　・学生個人の心身に関する事情　　　・家庭の事情　　・除籍　　　・その他，52　授業科目の概要〈工学研究科　未来材料創成工学専攻（博士後期課程）〉（1）授業科目表科目区ｪ授業科目の名称配当N次単位数専任教員等の配置必　修選　択自　由教　授准教授講．師助　教助　手備　　　　考研究指導1〜R1714小計1714（注）・事前伺い手続き書類の「教育課程等の概要」に準じて作成してください。　　・設置時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載いただき，設置時より　　　’変更されているものは赤字で見え消し修正いただき，　「備考」に赤字で理由・変更年月等　　　を記入してください。（2）授業科目数設　置　時　の　計　画’変　　更　　状　　況必　修　　選　択　自　由　　計　　　’必　修　選　択　自　由　　計備　　　　　　　考、科目科目科目科目　科目m　　］　科目v［　　］　科目m　　］　科目m　　］（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［コ内に，設置時の計画　　からの増減を記．入してください。　（記入例：1科目減の場合：△1）62　授業科目の概要’〈工学研究科　創成シミュレーション工学専攻（博士後期課程）〉（1）授業科目表科目区ｪ授業科目の名称配当N次単位数専任教員等の配置必1C選択自　由教　授准教授講　師助　教助　手備　　　　三研究指導　　　　　　　　　　71〜R1415’小計1415（注）・事前伺い手続き書類の「教育課程等の概要」に準じて作成してください。　　・設置時の授業科目全て（兼任，前司教員が担当する科目を含む。），を黒字で記載いただき，設置時より　　　変更されているものは赤字で見え消し修正いた旧き，「備考」に赤字で理由・牽更年月等　　　を記入してください。（2）授業科目数設　置　時　の　計　画変　　更　　状　　況必　修9選　択　自　由　　計必　修　選　択　．自　由　　計　1備　　　　　　　考科目科目科目　科目A　科目m　　］　科目m　　】　科目m　　］　科目m　　］（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［］内に，設置時の計画　　からの増減を記入してください。　（記入例；1科目減の場合1△1）73　既設大学等の状況大学の名称名古屋工業大学備　　考既設学部等の名称多年限入　亭閨@員1一?子閨@員定貧子・且又ﾍ称号疋　員ｴ過率升　設N　度所　在　地年人年次人倍工学部〔第一部）49103年次10人3640工学・学術1．04H16愛知県名古屋市生命・物質工学科1556201．03環境材料工学科953801．06機械工学科1857401．04電気電子工学科1405601．03情報工学科1656601．02建築・デザイン工学科80・3201．03都市社会工学科903601．05編入20工学部（第二部）520一340工学・学術1．08H16愛知県名古屋市H20入学定員変更物質工学科5951．05機械工学科5751．08電気情報工学科5951．09社会開発工学科5751．10（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者が，既に設置している大学の学部，学部の学科について平成22年5月1日現在の状況を記入してください。　（大学院に係るものについては，記入する必要はありません。）　事前伺い手続き書類の「設置計画の概要」『に準じて作成してください。　　「定員超過率」欄には，過去標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の平均の小数点第2位まで（小数点第3位を切り捨て）を，学科単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科の記載は不要です。　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「一」とし，備考欄に「平成○年より学生募集停止」と記入してください。〜畠4　教員組織の状況〈大学院工学研究科　未来材料創成工学専攻（博士後期課程）〉専任教員数設「置　時　の　計　画変　　更　　状　　況研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　助　手研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手備　　　　考29k29〕（　　　　）29k29｝（　　）　31m　　2　　］［　　　　］　31m　　2　　］［　　］（注）・　「設置時の計画」欄には，設置時に予定されていた完成時の人数を記入するとともに，　（）内に開設時　　　の状況を記入し，「変更状況」欄には，平成22年5月1日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入する　　　とともに・，［］内に設置時の計画との増減数を記入してください。　　　　（記入例：1名四の場合：△1）94　教員組織の状況〈大学院工学研究科　創成シミュレーション工学専攻（博士後期課程）〉専任教員数設　置　時　の　計　画変　　更　　状　　況研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手研究指導教員研究指導補助教員　　　計　　　　助　手，備　　　　考　18k201　10f｛10｝　28o30〕（　　）　18m　　0　］　11m　　1　］　29m　　1　］［　　］（注）・　「設置時の計画」欄には，設置時に予定されていた完成時の人数を記入するとともに，（）内に開設時　　　の状況を記入し，　「変更状況」欄には，平成22年5月1日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入する　　　・とともに，　［］内に設置時の計画との増減数を記入してください。　　　　（記入例：1名減の場合：△1）105　その他全般的事項く大学院工学研究科未来創成工学専攻〉〈大学院工学研究科創成シミュレーション工学専攻＞Il回報提供に関する事項○　設置計画履行状況報告書・ホームページに公　b　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　　（平成22年5月31El　）　c　文部科学省ホームページから、貴学ホー五ページの「乱　計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7　諾す　　　・　承諾しない　）　d上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http：／／www．　nitech．　ac．　jp／release／index．　htmI）・（注）・rc」において「承諾する」場合，文部科学省のホ」ムページにでリンク先を掲載しますので，大学等の　　　　トップページではなく直接リンクする先をrd」に記入してください。　　　　なお，　rd」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局大学設置室あてに，　　　メールにてご報告ください。　　　　※嵩量署メーレ“レ　一　h　x　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告特等HPリンク先（○○大学）」としてください。’11

